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【別紙】コーポレート AI・Workforce 部門 詳細  

本別紙では、「コーポレート AI・Workforce 部門」を構成する AI 部門⾧（①）、AI ボー

ド（CxO 機能、②）、AI マネージャー（③）、AI 社員（④）の 4 階層について、各階層の

役割と具体的な業務例を紹介します。本組織では、業務ニーズに応じて AI 社員を生成し、

ジョブディスクリプションに基づき役割を任命することで、人による統制のもと、AI 自

律型の業務遂行を実現しています。 

 

 

 

以下、階層ごとの主な役割と業務例を紹介します。 

「 コ ー ポレ ー ト AI・Workforce 部 門 」 組織 図  
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①AI 部門⾧：AI 統合マネジメントコックピット 

AI 部門⾧は、組織全体の稼働状況を「統合マネジメントコックピット」で把握し、日

次稼働状況、リードタイム、AI コスト、品質、リスクアラートなどを確認します。これ

により、AI の活動をリアルタイムに可視化し、透明性のある AI ガバナンスを実現しま

す。また、AI 部門⾧は、こうした情報をもとに組織全体を管理し、必要に応じて人間側

の経営層へ報告します。最終的な監督・評価は人間側の経営層が担います。 

 

 

AI 統 合 マ ネ ジ メント コ ッ ク ピ ット  

 

 

②AI ボード（CxO 機能）：審議・決議による組織改善  

週次の AI ボードでは、各 AI が役割に基づき、意思表明、相互検討、決議のプロセスを

通じて多面的に議論します。議論の結果、AI 組織内で対応可能な改善は自律的に実行し、

人間側の判断や承認が必要なものは、必要に応じて人間側に提示します。不足する知見は、

定められたルールのもとで外部情報を参照し、意思決定の質を高めます。 
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AI 役 員 会  議 事 録（ 実画 面 画 像 ）  

 

 

③AI マネージャー：品質・エンゲージメント・コストの管理 

AI マネージャーは、AI 社員の業務遂行を管理し、成果物の品質確認、週次サーベイに

よる状態把握、AI トークン使用量などのコスト管理を担います。品質・状態・コストを

継続的に把握することで、AI 社員が安定して成果を出せる運用環境を維持します。 

週次サーベイでは、全 AI 社員から業務上の課題や改善提案を収集し、サーベイスコア

とフリーコメントをとりまとめます。これにより、AI 社員の稼働状況だけでなく、業務

プロセスや環境面の改善余地を継続的に把握します。 

収集した提案のうち、AI 組織内で対応可能なものは AI 自らが改善します。一方、デ

ータ、権限、ナレッジ、コンテキストなど人間側の整備が必要なものは、AI から人間へ

のリクエストとして提示されます。これにより、人間は AI が力を発揮しやすい環境整備

に注力できます。 

 

「 コ ー ポ レー ト AI・ Workforce 部 門 」 内 サー ベ イ  
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④AI 社員：経営分析の実務 

経営分析を担う AI 社員「勘定実」は、経営データを分析し、経営分析レポートを作成

し、このレポートを人間の経営層が意思決定に使用する経営ダッシュボード「経営コッ

クピット」に組み込みます。 

経 営 分 析レ ポ ート （ 実 画面 の デ モ 版 に 画像 加 工 し て い ます ）  

 
経 営 コッ ク ピ ット （ 実画 面 画 像 を 一 部加工 し て い ます ）  

 

「経営コックピット」も AI が組み込まれ、人間では見落としやすい小さな変化や予兆も

データから検知し、経営判断に資する示唆を提供します。 

以上 


